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第1887 回例会  

 

     

 
 

 

母
子
の
健
康
月
間 

令
和
５
年
４
月
６
日
（
木
） 

ロ
ー
タ
リ
ー
版
「
私
の
履
歴
書
」
例
会 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

     

会
員
57
名 

出
席
計
算
数 53

名
中
43
名
出
席 

出
席
率

81
・
13
％ 

前
々
回
出
席
率

72
・
22
％ 

  
例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
誕
生
日
の
お
祝
い 

★
堀
江
国
際
奉
仕
委
員
長 

・
台
湾
桃
園
西
門
Ｒ
Ｃ
創
立
14
周
年 

記
念
例
会
参
加
報
告 

★
ロ
ー
タ
リ
ー
版
「
私
の
履
歴
書
」 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
君
が
代
」「
四
つ
の
テ
ス
ト
」 

（
歌
唱
な
し
） 

  

ゲ
ス
ト 

会
員
組
織
委
員
会
ゲ
ス
ト 

（
林
順
治
さ
ん
・
深
谷
昭
広
さ
ん
ご
友
人
） 

株
式
会
社
川
口
商
会 

代
表
取
締
役 

川
口 

一
馬
さ
ん 

  

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

照
井
さ
ん
、観
永
さ
ん
、本
日
の
私
の
履

歴
書
卓
話
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

加
藤
已
千
彦
・
吉
田 

憲
一 

岡
田 

尚
彦
・
藤
田 

 

澈 

横
井 

 

衞
・
川
畑 

博
敬 

結
婚
し
て
56
年
。 

 
 

小
笠
原
和
俊 

照
井
さ
ん
、観
永
さ
ん
、楽
し
い
お
話
を

期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

木
村 

光
徳 

酒
井 

 

修
・
田
崎 

雅
三 

鬼
頭 

茂
成
・
岡
村 

隆
德 

照
井
さ
ん
、渡
辺
さ
ん
、本
日
の
卓
話
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

林 
 

順
治
・
杉
本 

忠
夫 

川
島 

勇
基
・
川
合 

美
幸 

松
岡 

 

毅
・
深
谷 

昭
広 

卓
話
楽
し
み
で
す
。 

 

髙
木 

政
義 

卓
話
楽
し
み
で
す
。
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
柗
井 

 

健
・
原 

 

幸
一 

酒
井
さ
ん
前
回
の
ゴ
ル
フ
会
優
勝
お
め

で
と
う
。 
 

 
 

 
 

荻
巣 

賢
二 

ヤ
マ
ハ
の
ウ
ク
レ
レ
教
室
に
通
い
出
し
ま

し
た
。認
知
症
防
止
の
為
。吉
田 

隆
彦 

桃
園
西
門
Ｒ
Ｃ
14
周
年
記
念
例
会
、楽
し

く
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
堀
江 

英
弥 

台
湾
一
行
お
疲
れ
様
で
し
た
。
卓
話
楽

し
み
で
す
。 

 
 

 
 

丹
下 

富
博 

誕
生
月
で
す
。        

前
田 

隆
久 

誕
生
月
で
す
。未
知
の
世
界
が
更
に
楽
し

み
な
年
齢
に
な
り
ま
し
た
！
照
井 

栞 

妻
の
誕
生
月
で
す
。     

浅
野 

 

彰 
結
婚
記
念
月
で
す
。 

 

大
原 

敏
正 

横
川 

誠
人
・
大
西 

 

壮 

結
婚
記
念
月
で
す
。ま
だ
も
っ
て
ま
す
。 

神
野 

邦
利 

  

会
長
挨
拶 

 
 

会
長 
加
藤
已
千
彦 

 

皆
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。先
週
の
土
曜

日
に
開
催
さ
れ
た
台
湾
の
桃
園
西
門
Ｒ

Ｃ
創
立
14
周
年
記
念
例
会
に
出
席
す

る
た
め
、尾
上
副
会
長
は
じ
め
、丹
下
会

長
エ
レ
ク
ト
、大
上
副
幹
事
、堀
江
国
際

奉
仕
委
員
長
、柴
岡
さ
ん
、渡
辺
観
永
さ

ん
御
子
息
の
弦
樹
さ
ん
と
台
湾
に
行
っ

て
参
り
ま
し
た
。
式
典
の
模
様
に
つ
い

て
は
、こ
の
後
の
委
員
会
報
告
で
堀
江
委

員
長
か
ら
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

本
日
の
ビ
ジ
タ
ー
は
、
林
順
治
さ
ん
、

深
谷
昭
広
さ
ん
の
ご
友
人
で
、
㈱
川
口

商
会
代
表
取
締
役 

川
口
一
馬
さ
ん
で

す
。
当
ク
ラ
ブ
の
例
会
を
楽
し
ん
で
い

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
先
月
３
月
２
日
の
例
会
ビ
ジ

タ
ー
と
し
て
ア
メ
リ
カ
、
ラ
ス
ベ
ガ 

 

ス
〝
Ｗ
Ｏ
Ｎ
〟
Ｒ
Ｃ
の
デ
ビ
ッ
ド
・
ユ
ー

ゼ
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
デ
ビ
ッ
ト
さ
ん
か
ら
当
ク
ラ
ブ
へ

の
感
謝
の
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
。
ウ

ィ
ー
ク
リ
ー
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
大
変
心
温
ま
る
素
晴
ら
し
い
内

容
な
の
で
、是
非
、ご
一
読
願
え
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
本
日
４
月
６
日
は
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
テ
ネ
で
復
活
し

た
日
で
あ
り
ま
す
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
で

は
紀
元
前
７
７
６
年
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
大
会
が
開
か
れ
て
い
た
、
と
い
う
記

録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ア
と

い
う
都
市
で
、
ゼ
ウ
ス
と
い
う
神
様
を

た
た
え
る
た
め
の
宗
教
行
事
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
り
を
開
い
て
い
た
の
で

す
。一
説
に
よ
る
と
、戦
争
を
し
て
い
た

都
市
同
士
が
、
争
い
を
止
め
る
た
め
に

始
め
ら
れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
が
ロ
ー
マ
帝

国
に
支
配
さ
れ
る
と
、
宗
教
の
違
い
な

ど
か
ら
、
紀
元
前
３
９
３
年
に
行
わ
れ

た
大
会
を
最
後
に
、
開
催
さ
れ
な
く
な

り
ま
し
た
。 

 

時
を
経
て
、
19
世
紀
の
終
わ
り
に
、

こ
の
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
蘇
り
ま
す
。 

近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
し
て
の
復
活
を

実
現
さ
せ
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
ピ

エ
ー
ル
・
ド
・
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
で
し
た
。

「
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
父
」
と
呼
ば

れ
る
人
物
で
す
。
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
は
フ

ラ
ン
ス
の
教
育
改
革
の
た
め
に
、
ス
ポ

ー
ツ
を
取
り
入
れ
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

そ
の
考
え
は
、
や
が
て
国
際
競
争
や
平

和
の
実
現
の
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
が
役
立

つ
と
い
う
考
え
に
変
わ
り
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
復
活
へ
と
繋
が
っ
て
い
っ
た
の

で
す
。 

 

そ
し
て
、
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
第
一

回
大
会
が
、
１
８
９
６
年
に
ギ
リ
シ
ャ

の
首
都
ア
テ
ネ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

開
会
式
の
４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
、

欧
米
の
14
か
国
か
ら
、
２
４
１
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
た
だ
、
古
代
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
と
同
様
、
男
性
だ
け
で
の
開
催
で

し
た
。
実
施
競
技
は
、
陸
上
、
水
泳
、
体

操
、
レ
ス
リ
ン
グ
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
、
射

撃
、
自
転
車
、
テ
ニ
ス
の
八
競
技
（
ヨ
ッ

ト
は
悪
天
候
の
た
め
中
止
）
で
し
た
。

最
も
盛
り
上
が
っ
た
の
は
陸
上
で
、
ア

メ
リ
カ
が
多
く
の
種
目
で
優
勝
を
手
に

し
ま
し
た
。
今
と
は
違
い
、
優
勝
者
に

は
銀
の
メ
ダ
ル
と
オ
リ
ー
ブ
の
小
枝
で

作
ら
れ
た
冠
、
二
位
の
選
手
に
は
銅
の

メ
ダ
ル
と
月
桂
樹
の
小
枝
で
作
ら
れ
た

冠
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

本
日
４
月
６
日
は
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
復
活
し
た
日
と
い
う
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

４
月
６
日 

近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
復
活
し
た
日 
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ロ
ー
タ
リ
ー
版
「
私
の
履
歴
書
」 

照
井 

 

栞
さ
ん 

㈱
オ
リ
ズ 

ボ
イ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役 

２
０
０
３
年
７
月
３
日
入
会 

渡
辺 

観
永
さ
ん 

想
念
寺 

代
表
役
員
（
住
職
） 

２
０
０
４
年
７
月
１
日
入
会 

  

友
好
提
携
ク
ラ
ブ
・
台
湾
桃
園
西
門
Ｒ
Ｃ 

創
立
14
周
年
記
念
例
会
参
加
報
告 

国
際
奉
仕
委
員
長 

堀
江 

英
弥 

桃
園
西
門
Ｒ
Ｃ
よ
り
、
創
立
14
周
年

記
念
例
会
参
加
の
ご
招
待
を
い
た
だ
き

当
ク
ラ
ブ
か
ら
加
藤
会
長
、
丹
下
会
長

エ
レ
ク
ト
、大
上
副
幹
事
、尾
上
40
周
年

記
念
事
業
実
行
委
員
長
、
柴
岡
パ
ス
ト

会
長
、
私 

堀
江
英
弥
と
メ
ン
バ
ー
子
弟

渡
辺
弦
樹
君
の
７
名
で
３
月
31
日
か

ら
４
月
２
日
ま
で
の
２
泊
３
日
（
会
長
は

翌
日
か
ら
１
泊
２
日
）
で
参
加
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。 

31
日
、
セ
ン
ト
レ
ア
空
港
を
12
時

20
分
に
飛
び
立
ち
14
時
30
分
に
桃
園

国
際
空
港
に
着
き
、
桃
園
西
門
Ｒ
Ｃ
の

メ
ン
バ
ー
か
ら
出
迎
え
を
受
け
一
緒
に

宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
へ
向
か
い
ま
し
た
。

夕
刻
桃
園
西
門
Ｒ
Ｃ
の
会
長
ご
夫
妻
を 

始
め
10

数
名
の

メ
ン
バ
ー
と
そ
の

ご
家
族
で
初
日
の

懇
親
会
が
開
催
さ

れ
大
い
に
楽
し
み

ま
し
た
。 

４
月
１
日
は
桃

園
西
・
西
門
Ｒ
Ｃ 

メ
ン
バ
ー
と
早
朝

か
ら
ゴ
ル
フ
を
楽

し
み
、
夕
方
５
時

か
ら
創
立
記
念
例

会
に
参
加
し
ま
し

た
。
同
じ
分
区
の

桃
園
西
・
協
和
・

中
山
・
百
合
・
ゴ

ル
フ
Ｒ
Ｃ
の
メ
ン

バ
ー
と
ご
家
族
も 

加
わ
り
、
総
勢
約
２
０
０
名
を
超
え
る

出
席
者
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

式
典
で
は
両
国
の
国
歌
斉
唱
、
会
長

挨
拶
に
始
ま
り
、パ
ス
ト
ガ
バ
ナ
ー
、ガ

バ
ナ
ー
等
の
祝
辞
が
あ
り
（
ス
ク
リ
ー
ン

に
は
日
本
語
訳
が
映
り
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
）

続
い
て
名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ
加
藤
会
長
挨

拶
と
尾
上
40
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
長
よ
り
12
月
11
日
開
催
の
名
古
屋

大
須
Ｒ
Ｃ
40
周
年
記
念
例
会
参
加
案
内

（
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
中
国
語
訳
）
が
な
さ
れ
、

各
種
感
謝
状
や
表
彰
状
の
授
与
が
さ
れ

た
後
、
宴
会
の
部
に
移
り
ま
し
た
。
宴

会
で
は
子
供
た
ち
の
合
唱
や
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
楽
器
演
奏
、
カ
ラ
オ
ケ
や
メ
ン

バ
ー
、
メ
ン
バ
ー
家
族
を
巻
き
込
ん
で

の
ダ
ン
ス
等
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
友

情
の
輪
を
拡
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

２
日
は
11
時
近
く
ま
で
ホ
テ
ル
で
過

ご
し
、14
時
30
分
発
の
飛
行
で
関
西
空

港
に
入
国
し
夕
刻
無
事
帰
名
し
ま
し
た
。

 
  

公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
会 

木
村 

光
徳
・
近
藤
宏
一
郎 

荻
巣 

賢
二
・
藤
田 

 

澈 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。                                    

                                   

                                   

      Thank You 名古屋大須ロータリークラブ       

 

2023.3 .30  E-mail from    

ＷＢＣでは「侍ジャパン」という名のもとに１つになり、世界

の野球に貢献したい、という気持ちで世界中に感動を与

えました。アメリカ人である私も、気がついたら、いつのま

にか日本を応援していました。日本の優勝は本当に心か

ら嬉しく、優勝が決まった時は自然と涙があふれました。 

私にはＷＢＣのような大規模なことは出来ませんが、 

私の目指すところは彼らと一緒です。相互感謝、相互扶

助、利他精神をもって、国というボーダーを超えて少しでも

ロータリークラブに貢献したいと願ってやみません。 
 
私やアメリカ ＷＯＮ  ロータリークラブのメンバーがお

役に立てることなどありましたら、遠慮なくいつでもご連絡

いただければ幸いです。第 2760地区の皆様にもお伝え

いただければ幸いです。 

また、公私を問わず、アメリカにいらっしゃる機会があり

ましたら、是非お声がけいただければ大変嬉しく思います。 

再び加藤様はじめ、名古屋大須ロータリークラブの皆様

にお会いできることは、私にとって、またとない喜びです。 
 
今、日本は桜が満開と聞いて 

おります。日本の花でもある美し 

い桜をゆっくり愛でたかったのです 

が、こちらはまた次回の楽しみにし 

たいと思います。 

一雨ごとに暖かくなってまいりま 

すが、どうぞおいといください。 
 
Sincerely, 

David   
David M. Uze 
President & Managing Partner 
ScaleUP Advisors, Incorporated  

ScaleUP HP／ linkedin  

国際ロータリー第２７６０地区名古屋大須ＲＣ 
会長 加藤巳千彦 様 
 
先日、名古屋で開催された名古屋大須ロータリーク

ラブ会でお会いした、アメリカ ラスベガス ＷＯＮ  ロータ

リークラブの David Uzeです。加藤様には、私の初めて

の日本のロータリークラブへの出席にもかかわらず、少し

緊張した私に優しくお声がけをいただき大変感謝しており

ます。おかげさまで、とてもリラックスして充実した時間を過

ごすことが出来ました。誠にありがとうございました。 
 
名古屋大須ロータリークラブのクラブの活動も体験さ

せていただきました。素晴らしい特徴があり、ラスベガス 

WON ロータリークラブで参考にさせていただきたいと思う

こともたくさんありました。多くを学ばせていただき、大変感

謝しております。 
 
日本のロータリークラブの皆様は、とても博愛の精神

にあふれ、博識でありながら謙虚であり、何人をも受け入

れる大きな包容力を持っていることを実感し、大変感動

いたしました。帰国後すぐに、私の属しているアメリカ、ラ

スベガス ＷＯＮ  ロータリークラブで皆様との感動の出

会いについてお話させていただきました。あの感動を思

い出し、語ることでアメリカのメンバーとも感動を共有で

き、とても嬉しく思っております。 
 

この感動は、ＷＢＣでの侍ジャパンの活躍と優勝、 

大谷選手の仲間への貢献をひとえに考えたバント、

少し不調であった村上選手が最後に放った２ランに

勝るとも劣らない、相互感謝、相互扶助、利他精神

に基づき、愛に満ちていて、感動しています。普段は

お互い違うチームに属しプレーしている選手達が、 


